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　東北大学附属図書館では，平成 16年 2月 27日貴重
図書等選定委員会において，古典資料修復保存小委員
会に貴重古典資料の修復及び保存等について検討する












































































































































































































































































　平成 17年 3月 16日小委員会報告には，資料の代替
物（複製）の問題も含まれている。報告では「将来的
な利用を考慮すればデジタル化が望ましいものの，作
成費用が高額になることもあり，資料ごとにどのよう
な代替物を作成するか個別に検討した方がよいとの結
論に至った。また，どの資料から代替物作成を行うか
については費用対効果を考慮して，今回の修復対象資
料に限らず貴重図書全体の中で優先順位を決めていく
のが望ましい」としている。複製の作成は修復と併せ
て検討されるのが望ましいが，経費の問題もあって課
題は多い。
　筆者は個人的には（一利用者としては）修復に消極
的な方である。しかし，今度の地震に遭遇し，書籍が
ガラス破片の散乱する床に落下し，倒れた本棚の下に
なるという事態で最後に典籍本体を守ったのは，箱や
帙そして表紙であった。当然の状態であることが，本
を守る。東北大学附属図書館は創立百年余（平成 23年 6月
を創立百年とする）になるが，その百年の間に戦災震災など
の非常事態に幾度曝されたかを考えれば，数百年千年
以上の保存を考えねばならない古典籍に関しては，そ
うした事態を想定すべきであった。
　附属図書館本館の貴重図書修復事業も，一つの節目
を迎え新たに修復計画を立て直す時期が来たようであ
る。古典籍の修復は，短期間の大量の資料を対象とし
た事業にはなじまない。今後も少しずつ，しかし継続
して事業が行われて行くことを期待したい。
最後に，貴重書の閲覧を御許可下さった京都大学附属図書館，長年助成を
いただいた東北大学研究教育振興財団，修復にあたり時に無理な要望にも
応えていただいた春鳳堂に感謝いたします。
（おおはら　りえ，学術資源研究公開センター・
史料館助教，附属図書館協力研究員）
